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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第26期

第１四半期
連結累計期間

第27期
第１四半期
連結累計期間

第26期

会計期間
自 平成26年12月１日

至 平成27年２月28日

自 平成27年12月１日

至 平成28年２月29日

自 平成26年12月１日

至 平成27年11月30日

売上高 （千円） 688,780 518,101 2,610,126

経常利益又は経常損失 (△) （千円） 14,905 △44,584 59,289

親会社株主に帰属する四半期
純利益又は親会社株主に帰属
する四半期(当期)純損失 (△)

（千円） 1,764 △27,776 △1,141

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △12,956 △42,010 △32,038

純資産額 （千円） 1,712,255 1,215,516 1,301,673

総資産額 （千円） 2,234,890 1,986,568 1,905,825

１株当たり四半期純利益金額
又は１株当たり四半期(当期)
純損失金額 (△)

（円） 0.87 △15.72 △0.58

潜在株式調整後１株当たり四
半期(当期)純利益金額

（円） － － －

自己資本比率 （％） 76.6 61.2 68.3
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第26期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

しないため記載しておりません。

４　第26期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、１株当たり当期純損失金額であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５　第27期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

６　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期純利益又は四半期(当期)純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会

社株主に帰属する四半期(当期)純損失(△)」としております。

 

EDINET提出書類

テクノアルファ株式会社(E03007)

四半期報告書

 2/23



 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。

 また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

 

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純損失」を「親会社株主に帰属する四半期純損失」としております。

(1)  業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、円安基調から一転しての円高傾向、株価の下落、原油安など

先行きの不透明感が一層増しております。このような状況のもと、当社グループは、既存の事業に加え、主力商品

である半導体製造装置の分野に関連した自社製品の開発・拡販、またグループ各社の協業による新製品の開発・拡

販、新規商材の開発に取り組んで参りました。しかしながら、主力商品である半導体製造装置の販売減速、当社が

納入した装置の稼働率の低下による消耗品の販売減等により、売上、利益ともに低調に推移致しました。

この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は518,101千円（前年同四半期比24.8％減）、営業損失は

59,618千円（前年同四半期は、287千円の営業利益）、経常損失は44,584千円（前年同四半期は、14,905千円の経常

利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は27,776千円（前年同四半期は、1,764千円の親会社株主に帰属する四

半期純利益）となりました。

 

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①エレクトロニクス事業

当社が、主力商品であるワイヤボンダーに代表される半導体製造装置やそれに付随する消耗品等を海外より仕入

れ、搬送装置等の付加価値を加えるなどした上で、国内の顧客に販売しております。また、エレクトロニクスメー

カー向けの材料、大学・研究所向けの研究開発用の小型の機器等を国内外から仕入れ、販売しております。当第１

四半期連結累計期間においては、半導体製造装置の販売減速、主要顧客における当社が納入した装置の稼働率の低

下による消耗品の販売減等により、売上、利益ともに低調に推移致しました。

　この結果、売上高は339,564千円（前年同四半期比18.0％減）、営業損失は1,411千円（前年同四半期は、18,997

千円の営業利益）となりました。

②マリン・環境機器事業

当社が、大型船舶向けの救命艇および救命艇昇降装置等の舶用機器を国内メーカーより仕入れ、国内外の造船所

に販売しております。また、液体の濃縮・分離を行うためのフィルター等の環境機器を海外より仕入れ、エンジニ

アリングを行った上で国内の顧客に販売しております。舶用機器については、前連結会計年度以前より受注した案

件が予定どおりに売上げました。一方、環境機器については検収時期のずれ等もあり、売上、利益ともに低調に推

移致しました。

　この結果、売上高は48,090千円（前年同四半期比50.0％減）、営業利益は2,609千円（前年同四半期比89.3％減）

となりました。

③ＳＩ事業

連結子会社である株式会社ペリテックが、計測・検査システムの受託開発を行うとともに、主に計測・検査に係

る自社製品を企画・開発し、販売しております。当第１四半期連結累計期間においては、売上、利益ともに低調に

推移致しました。

　この結果、売上高は70,301千円（前年同四半期比52.8％減）、営業損失は14,699千円（前年同四半期は、351千円

の営業利益）となりました。

　④ サイエンス事業

　連結子会社である株式会社ケーワイエーテクノロジーズが、主に理化学機器分野の研究開発、製造、仕入れを行

い、顧客に販売しております。当第１四半期連結累計期間においては、売上面では前年同期に比較し好調に推移致

しましたが、利益面ではのれんの影響等により低調に推移致しました。

　この結果、売上高は60,145千円（前年同四半期比102.1％増）、営業損失は1,832千円（前年同四半期は、3,499千

円の営業損失）となりました。
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(2)  財政状態の分析

（総資産）

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,986,568千円（前連結会計年度末比80,743千円の増加）となりま

した。これは主に、受取手形の増加36,195千円、商品の増加44,275千円、仕掛品の増加65,722千円、電子記録債権

の増加1,296千円があった一方で、現金及び預金の減少11,444千円、売掛金の減少30,453千円、投資有価証券の減少

25,060千円によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,215,516千円（前連結会計年度末比86,157千円の減少）となりま

した。これは、親会社株主に帰属する四半期純損失27,776千円の計上及び配当金の支払44,147千円が行われた一方

で、その他有価証券評価差額金の減少10,085千円及び繰延ヘッジ損益の減少4,148千円によるものであります。

（自己資本比率）

当第１四半期連結会計期間末における自己資本比率は61.2％（前連結会計年度末比7.1ポイント減）となりまし

た。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成28年２月29日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年４月８日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,316,000 2,316,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
（スタンダード）

（注）１、２

計 2,316,000 2,316,000 － －
 

（注）１　単元株式数は100株であります。

２　当社の発行済株式は、すべて株主としての権利に制限のない、標準となる株式であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年12月１日
～平成28年２月29日

－ 2,316,000 － 100,210 － 75,210
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直近の基準日（平成27年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 
①【発行済株式】

平成28年２月29日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 550,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 1,764,500 17,645 －

単元未満株式 普通株式 1,400 － －

発行済株式総数  2,316,000 － －

総株主の議決権 － 17,645 －
 

 

②【自己株式等】

平成28年２月29日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

テクノアルファ株
式会社

東京都品川区西
五反田二丁目27
番４号　明治安
田生命五反田ビ
ル

550,110 － 550,110 23.75

計 － 550,110 － 550,110 23.75
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年12月１日から平成

28年２月29日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年12月１日から平成28年２月29日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 271,548 260,104

  受取手形 77,885 114,081

  電子記録債権 11,292 12,588

  売掛金 445,599 415,145

  有価証券 － 432

  商品 282,072 326,348

  仕掛品 27,468 93,191

  その他 72,612 79,220

  貸倒引当金 △156 △465

  流動資産合計 1,188,323 1,300,648

 固定資産   

  有形固定資産   

   有形固定資産 196,765 194,792

  無形固定資産   

   のれん 162,019 152,424

   その他 20,112 20,430

   無形固定資産合計 182,132 172,854

  投資その他の資産   

   投資有価証券 272,933 247,872

   その他 65,670 70,400

   投資その他の資産合計 338,603 318,273

  固定資産合計 717,501 685,920

 資産合計 1,905,825 1,986,568

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 180,193 197,571

  短期借入金 ※  150,000 ※  320,000

  未払法人税等 17,923 711

  賞与引当金 － 15,150

  前受金 3,015 360

  その他 102,034 118,422

  流動負債合計 453,166 652,216

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 88,919 56,350

  退職給付に係る負債 51,827 49,599

  資産除去債務 2,910 2,912

  その他 7,327 9,973

  固定負債合計 150,984 118,835

 負債合計 604,151 771,051
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,210 100,210

  資本剰余金 121,646 121,646

  利益剰余金 1,727,586 1,655,663

  自己株式 △657,326 △657,326

  株主資本合計 1,292,116 1,220,193

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 9,881 △204

  繰延ヘッジ損益 △324 △4,472

  その他の包括利益累計額合計 9,557 △4,676

 純資産合計 1,301,673 1,215,516

負債純資産合計 1,905,825 1,986,568
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年２月29日)

売上高 688,780 518,101

売上原価 479,019 370,894

売上総利益 209,761 147,206

販売費及び一般管理費 209,473 206,824

営業利益又は営業損失（△） 287 △59,618

営業外収益   

 受取利息 3,339 3,326

 受取配当金 1,790 1,589

 保険返戻金 3,133 24,826

 為替差益 3,354 －

 その他 3,061 228

 営業外収益合計 14,678 29,970

営業外費用   

 支払利息 34 357

 為替差損 － 14,502

 支払手数料 25 76

 営業外費用合計 60 14,936

経常利益又は経常損失（△） 14,905 △44,584

特別損失   

 固定資産除却損 － 355

 特別損失合計 － 355

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

14,905 △44,939

法人税、住民税及び事業税 4,331 1,357

法人税等調整額 8,809 △18,520

法人税等合計 13,140 △17,163

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,764 △27,776

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

1,764 △27,776
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
　至 平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
　至 平成28年２月29日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,764 △27,776

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 988 △10,085

 繰延ヘッジ損益 △15,710 △4,148

 その他の包括利益合計 △14,721 △14,233

四半期包括利益 △12,956 △42,010

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △12,956 △42,010

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平

成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分か

ら非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期

間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※当座貸越契約

 

 
前連結会計年度

(平成27年11月30日)
当第１四半期連結会計期間

(平成28年２月29日)

当座貸越極度額 1,100,000千円 1,050,000千円

借入実行残高 150,000千円 320,000千円

差引額 950,000千円 730,000千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおり

であります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
 至 平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
 至 平成28年２月29日)

減価償却費 5,516千円 5,605千円

のれんの償却額 9,595千円 9,595千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年２月28日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年２月26日
開催定時株主総会

普通株式 60,476 30 平成26年11月30日 平成27年２月27日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年２月29日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年２月25日
開催定時株主総会

普通株式 44,147 25.00 平成27年11月30日 平成28年２月26日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自 平成26年12月１日 至 平成27年２月28日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
エレクトロニクス

事業
マリン・環境機器

事業
ＳＩ事業 サイエンス事業

売上高    
 

 

  外部顧客への売上高 413,892 96,188 148,941 29,758 688,780

  セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － 4,643 － 4,643

計 413,892 96,188 153,584 29,758 693,424

セグメント利益
又は損失(△)

18,997 24,412 351 △3,499 40,261
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 40,261

全社費用（注） △39,974

四半期連結損益計算書の営業利益 287
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自 平成27年12月１日 至 平成28年２月29日）

１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

 
報告セグメント

合計
エレクトロニクス

事業
マリン・環境機器

事業
ＳＩ事業 サイエンス事業

売上高    
 

 

  外部顧客への売上高 339,564 48,090 70,301 60,145 518,101

  セグメント間の内部売
上高又は振替高

－ － 17,467 － 17,467

計 339,564 48,090 87,768 60,145 535,568

セグメント利益
又は損失(△)

△1,411 2,609 △14,699 △1,832 △15,332
 

 

２  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利    益 金    額

報告セグメント計 △15,332

全社費用（注） △44,285

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △59,618
 

(注)　全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年12月１日
 至 平成27年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年12月１日
 至 平成28年２月29日)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半
期純損失金額 (△)

0円87銭 △15円72銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親
会社株主に帰属する四半期純損失金額 (△) (千
円)

1,764 △27,776

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額又は親会社株主に帰属する四
半期純損失金額 (△) (千円)

1,764 △27,776

普通株式の期中平均株式数(株) 2,015,890 1,765,890
 

(注)　１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在

し　　ないため記載しておりません。

２．当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期

純損失金額であり、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年４月７日

テクノアルファ株式会社

取締役会  御中

 

三優監査法人
 

 

代表社員

業務執行社員
 公認会計士  杉　　田　　　　　純   印

 

 

業務執行社員  公認会計士  川　　村   啓 　 文   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているテクノアルファ

株式会社の平成27年12月１日から平成28年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年12月１日か

ら平成28年２月29日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年12月１日から平成28年２月29日まで)に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、テクノアルファ株式会社及び連結子会社の平成28年２月29日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

テクノアルファ株式会社(E03007)

四半期報告書

23/23


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

